
 

 

 

 

発行 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 「とよひら・りんく」事務局 

 

 

 ９月９日（金）１８：３０～２０：００ 

 西岡福住地区センターにて、札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医 

療連携拠点事業推進協議会の第２回合同会議を開催しました。 

 地域の医師、歯科医師、薬剤師、看護師、介護支援専門員等、多 

職種の方々、前回を上回る６２名が出席されました。 

 ４名の新たな医師の参加の他、札幌市医師会、札幌歯科医師会、北海道薬剤師会からも参加がありました。 

 

 会議では、連携システムの説明の他、前回（６月）に提案させて頂いた協議会設置要項、個人情報保護規程、シ

ステム説明書等の議論が行われました。（承認された資料は下記の通りです） 

■ 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 設置要項 

■ 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 個人情報保護規程 

■ 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 個人情報保護方針 

■ 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 連携システム説明書、同意書、撤回書 

■ 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 個人情報保護に関する誓約書 

■ 相談依頼用紙、返信用紙   今後、Ｗｅｂ上で閲覧・ダウンロードできるような仕組みを考えていきます。 

 

 

～通称「とよひら・りんく」に決定～ 

協議会設置要項の承認後に、役員選出を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月４日（月）厚生労働省内で、「在宅医療連携拠点事業」を採択された全国１０機関の意見交換会がありました

ので、その内容の報告も行いました。次回意見交換会は３月頃の予定です。 

 また前回会議にて、通称公募を行い、多数の応募がありました。今回の会議にて、投票を行い・・ 

「「ととよよひひらら・・りりんんくく」」に決定致しました。この豊平区西岡・福住地区で、より良い連携 

（ｌｉｎｋ：リンク）ができように、今後、皆様と活動を進めていければと思います。 

札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会    ２０１１年９月２１日発行 第②号 

 

 

 

札幌市豊平区西岡・福住地区医療連携拠点事業推進協議会 

 会 長 中島 茂夫  （西岡病院 院長） 

 副会長 松本 修二  （松本内科クリニック 院長） 

     五十嵐 知文（西岡病院 副院長） 

     寺本  信   （西岡水源池通りクリニック 院長） 



 

～とよひら・りんく 事務局 

 とよひら・りんく事務局（西岡病院地域連携室）では、地域の医療・介護等の相談支援の対応のため「相談依頼

用紙」を作成し、会議内でご案内させて頂きました。以下は活動例です。 

● 退院支援が必要な場合、医療ソーシャルワーカーが地域の診療所等に出向いての支援 

● かかりつけ医のいない患者様に対する支援 

● 福祉施設での医療ニーズが高い患者様の受け入れ時の対応の相談 

（お問い合わせ先） とよひら・りんく事務局   西岡病院 地域連携室 医療ソーシャルワーカー   岡 村   

 看護師（介護支援専門員）  川 村   

電 話 011-853-8322（平日 9－17時） メールアドレス：okamura@keiwakai.jp  

 

第第２２回回合合同同会会議議総総合合討討論論ででのの意意見見かからら（（一一部部））  

■在宅療養支援は、状態が悪化した時、看取りの時などの医師への負担が大きく、広まらない。後方病院との連携

で、病診のネットワーク作りができると良いのでは。（診療所医師） 

■２４時間対応は体力的に厳しい。夜間対応等は、看護師との役割分担が大切であると考えている。（診療所医師） 

■保険薬局での訪問服薬指導を広めていきたいが、まだ一部の地域のみで行っている状態である。訪問看護師との

連携も課題となっている。（保険薬局薬剤師） 

  

アアンンケケーートトかからら（（一一部部））  

各規定等について  

■事業内容が前回より理解出来た。 

■ネットワークが出来て、個別の患者様に対応できると良い。 

厚生労働省意見交換会の報告について 

■全国の中でどのような視点から拠点事業の実施機関を採択したのか等を理解出来た。 

■国の動き、方針が聞けたことが良かった。 

■全国の他の活動の状況が少し聞けて良かった。 

相談依頼用紙について                その他 

■地域連携が密になる。               ■個人情報の取扱いに問題が残る印象を受けた。 

 ■項目は良いのでは。                ■活動が常にオープンであって欲しい。 

 ■認知症状について記載する欄があると良いのでは。  ■これからの具体的な展望を示して欲しい。 

 

 

 本会議では、事業の一環として、西岡在宅医療センター 西岡水源池通りクリニック開設のご案内もさせて頂きま

した。西岡水源池通りクリニックの詳細は、西岡病院ホームページ（http://www.nishioka-hosp.jp/）よりご確認

下さい。 

◎次回（第３回）合同会議は、１１月開催の予定です。日程が決まりましたら、ご案内致します。 

◎メーリングリストの登録を随時受け付けております。登録希望者は事務局までご連絡下さい。 

 とよひら・りんく事務局 西岡病院 地域連携室 岡村・川村 

電 話 011-853-8322（平日 9－17時） メールアドレス：okamura@keiwakai.jp  
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